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肺結核症末期に於 けろ末梢血液中盤基嗜

好性白血球の變動

名古量大學勝沼内科教室 元日本馨療團多井畑療養所
謬 聯

勝瀦 授 指導 永 坂 三 夫

本論文の要旨et・…"部を昭和21年B本 血液學會秋季総 て、結局コ千個観察に於bて はM±2mの 値が

禽にて報告し・其の全部を昭和22年 第2同 痕海箔核研 得 られる爲に、これを以て略々浦足すべき観察偶

究會緬會にて獲表 した。 歎とした。(詳細は省略)此 の方法で健康者26名

に就いて槻察すると、嗜盤球手均百分峯は0.57%X
緒 論

、 ±o.・5%(仁 α27%)で 洞 じ欄 を=Emaen察
1末 楕血液中の慶基嗜好性白血球(以 下嗜撫球と で計算すると、O・88%±P・16%(σ ・=O・eo%)であ

略す)に 就いては、その歎が少い爲に各種疾忠、の つた◎'

白血球政の研究に際 して顧みられ な い 場合が多

く、肺結搬 の敵 轍 噺 匁 岸炎して も、そのm騰 核 秣 期 に於!ナ

診漸像俵論に就いて多 くの業蹟があるけれ ども、'る 嗜 魎 球に就 いて

嗜盤球に就いて論 じられている研究は少な く、是1槍 香封象及び方法

忙言及 したもので も(横 丼t)》松浦り、金谷P)、倉 劉象は元 日本腎療團多井畑療養所(現 國立棘戸
も

金4>、 小 林5)、 岡 村 り、KelkbreiLxest?)Leitner8)、 療 養 所)入 院 肺 結 核 患 者50名(男 女 共 に2も 名宛)

Werth9))、 疲 病 の 輕 重 に從 つ て 或 い1丈減 少す る と で 、何 れ も相 常 重 症 者 に して維 過 を追 つ て末 期 乃

怖 ・域 い囎 加すると締 ・或い瞳 で七な しと 至死 亡まで鞍 した・

bう も、これ等は何れ も百分率算定の基礎 に於い 槍査方法4ま・耳朶探血・物禮板上の塗抹標本に

て、白血球二百飼槻察法、多 くて も五百個観察法 メィーギムザ染 色を行い、籍血球二千個 を観察8

を用い ぐお り、横丼が既に指摘 しているように、 て嗜鰹球、『エオ ジン3嗜 好性白血球(以 下嗜工球

少な くとも二千個以上を観察 しなければ、かかる と略す)を 算定 し、その他の白血球に就いてはこ
き

'少籔白血球に就～(ては正確な結論が出ないと思わ 百個観察法によつた窃/

れる。余はこの鮎を考慮し、嗜盤球の算定方法 を 省末期に就いては、死前病 日による齪察と同時

検討 し、肺結核症特に重症死職期に於ける該白血 に、熱型による槻察法を試みた。即ち50例 中、盟

球の態度に就いて・從卒の業蹟の察隙を補足 し・ 温表齢訣 くる3劒 を除いた47例 の死前1ケ 月以

肺結核症の豫後論の上より・該白血球親察の贋値 内の熱型を第1躍 に示す如 く十型に分けズ観察し

に就いて若干の瞼討を試みた。 涜。ここに安定熱とは無熱か、370Cを 僅かに越
を

翼嗜堕球の百分韓 ♂ 盤 総 翻 鷺凝霧総 嵩麟 警
定 に就 いてのtastは37・C上 で嫉 するもの、徽 親 は概ね38・C

白血球総数9600個 の塗採血液 旗本に於いて一…-e以 上の所を稽留する もの、低熱とはその前 日まで

萬個を観察 し(是 にて凡そ1c・pa・m・中の全白血球 の熱型に比 して著明に下降の傾 向 を示 し、途に

を観窒 した ものと見倣 し・か くして得 られた百分36◎C以 下の低熱となるものをいう。弛彊熱、高弛

牽をkM±mと する)、次いで二百梱・六百個 ・千 張熱、稽留熱の時期を便宜に盤淵動 揺期 とい う。

個、二千個槻察 して得られた百分率と比 瞬倉討 し 父第一型より第五型までは、総べて低熱となつて
/
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死亡するもので・これは生殿の全熱力を漕耗 し壼

くした後死亡するものと考えられ、これ等 を漕耗

死型と名付け、第六型より第十型までは低熱に至

らす して・即ち全熱 力を浩耗 し壷iくす以前に、心
激 弱をきたしたものと考えられ、こ僻 を心臓

蓑弱死型と名付けた。なお熱型と腸、喉頭結核症

との關係に就いては大し(に關係するものではある

が・剖検所見轍 く爲考慮ゐ外においた。
2・ 槍査i成i績

各症例に就いての検査成績綜省略す。
〔百分率〕第2駄 示す如 く、魂 して死に近づ

く畷 つて・末髄 液物 嗜蜷球百分 率 に 減少

し・死前 領 以内には概ね 吻 となる事が牛りる

(各病日共o%を 績けるもの燗 軟 は現輔 浸

い)
醜

これを死亡當臥 死前2～3日 、死前4～7日 、
死前8～14日 ・死前15～30日 、殉 ζ1甥 以上
というふうに・各死前病 醐 聞に分けて観察する

と洛 死前病 醐 間に於ける鴨 百分鞘 第 壊

に示す如 く鵬 ・こ僻 の物 値を翻 してみる

と・死 前1ケ 月以 上 、死 前4～14日 、死 前3日 以

内 と明 らか に減 少 し、 又死 前1ク 月以上 、死 前15
の

～30日 ・死前8～14日 の聞で も、減少の傾向は

著 しVb◎

次に死前1ク 月以内に於いて、餐熱期別1に観察

すると・各期に於 け る李 均百分率は第2表 に示

第1表 死前各病日期聞に於ける嗜塩球百分率

＼タ石前病 臼
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第2表 死 而1ヶ 月以 丙に於け る静熱期

別嗜1麹球百分・率

一 塑壁塑鍛塑鯉野硬鵬 定熱

Mタ ♂0・ooi α・3i・ 副 ・,141・:i・IF

σ%IO・02io・22α35}0 。10α29

無竃%iα000.040 ,090.040.05

腫査人ゴ 響ll鴬 ド'll欝

す如くなる◎豊防 弛蝋 期滴 弛蝋 期、稽騰
期㊧如酪 蝶 動揺網 に掬 る差異は認められ

ないが・此の輔 と低熱駄 於ける差異には臆
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怪が認められ、又安定熱期 と髄温動揺期との闇で

も有意な差異はないが、低熱期 との聞には有意な

差異がある。邸ち低熱期になると著しく減少 し殆

ん ど0%と なるe

次に死前3日 以内、死前4～14日 、死前15～30・

日に分けて・これ等の各熱期間朋に槻察すると、

第3表 に示す如 く、低熱期に入 らす して心臓衰弱

死 した ものではで死直前に至つて も比較的に高率

第3表 死前1ヶ 月以内各病臼期聞に於ける各熱期別嗜魎球百分傘

低
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巡
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%
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劉
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O.00
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7

動 揺
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1安 定
0.16
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0.05
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低 動 揺

0。44
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0。28

7

安 定

0.36

0.46

0。17

7

を示 している◎(第2圃 参照)

〔實籔㊨ 血液 瓦m.斑.申 の實数値に就いて

は、各死前病 日期聞に於ける李均笹は第4表 に示

す如 く・死壁 つ くに從つて減少し・伯 血球緯

は死に近す くに從つて増加する(こ れを各熱期別

に分けて観察すると、低熱期に於いて著 しく減少

第4表 死前各病日期間別血液le.m.m
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して、殆ん ど漕失するけれ ども、髄温動描期、安

燵熱期の聞では有意な差は認められない。郎ち實

藪緯は熱型には無關係に死に近づ くに從つて減少

し、低熱期に入つては全 く沿失する。

〔盤基嗜好性穎粒に就いて〕 一・個の嗜塵球内の

盤基嗜好性穎粒(以 下穎粒と略す)の 多少を次の如

く表わす。
一 穎粒 を全 く訣 くもの

十 顯粒藪概 ね20個 以下で原形質が明る く見

える もの.

朴 十と研の中間にあるもの 嘱

珊 全細胞が穎粒に充満 されて核、原形質共に

見難いもの

この他に塞胞の有無を匝別する。

この穎粒の多少、塞胞の菊無を死前1ク 月以上
筏

第 δ表 各期に於ける各種穎粒及び空胞を有する嗜麹球敬(上ケ)とその出現輩(下M±m%)
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と、死前1ケ 月以内に於ける安定熱期及び動揺熱

期 とに分けて観寧すると、第5表 に示す如 く、

死前1ケ 月以上 一く十1>昔 」》冊

死前1ケ 月以内は 一く十〉升〉舞

安定熱期、動揺熱期共 ・

となる。同様に検討すると、

顯粒は一 動揺熱期＼安定熱期
/死 前 ヱケ月以上

穎粒十ほ 安定熱期＼動揺熱期
・/死 前1ク 月以上

顯粒升は各期聞に於いて有意なる差はなく、

顯粒肝は 死前1ケ 月以上＼安定熱期
・/動 揺熱期

塞胞有は 動揺熱期＼安定熱期
/死 前1ケ 月以上

というふうになる。即ち1顕粒を訣 く嗜肇球は、重篤

なる動揺熱期に多く、安定熱期では死前1ケ 月以

内なるも、死前1ケ 月以上の差は認められない。

叉察胞を有する嗜箆球 も同じく動揺熱期に多 く、

その他では差異がなV・。顯粒の多少に就いていえ

ぱ、死前1ケ 月以上では認むべき差異はないけれ

ども、死前1ケ 月以内では安走熱期に於いて も、

動揺熱期に於いて も頴粒の少い ものが多い。(第3

圖)'、

第3図 鯛 ・孝 蝿 糎 瓢概

謎

今末期に於いて嗜堕球百分率の比較的に高率な

ものを各症鯛に就いてみると、質的には穎粒のな
ど

いもの、室胞を有するもの、穎粒はあつて もその

数の少いものが多い。但 し6例 に於いて末期に於

Wて も、顯粒浩失、室胞iEl現を認めない もの もあ

つたが、これ專は何れ も高弛張熱期、稽留熱期、

安定熱期に於けるものである◎

是 を要するに、末期になるに從つて嗜蜷球は其

の数 を減少すると共に、質的に も攣性をきた し、

症状重篤となるに從つて顯粒湾失乃至減少と同時 ・

に室胞萬現 し、死直前には途に漕失する。末期に

至つて も比較的に高率に出現するもの もあるが、

それ等は大部分が穎粒を有 しないか、或いは塞胞

の出現 した もので、総べて退行憂性をきた したと

思われるものである。又中には末期乃至死直前ま

で、退行攣性を來たさすに幽現するものもあるが、

これ等は総べて高熱或いは安定熱の儘心臓嚢弱死

をきた した ものである◎

IV他 の 白血球 特 に嗜 工球 との

關係

1嗜 工球 との關係

嗜工球に就いて も、嗜盤球と同じよぢに検討 し

てみた。今死前各病日期間別の雫均百分率を示す

と第6表 の如 くなる◎
6

鯖6表 死前各病日期聞別嗜工球百分牽

＼ 死前病日屍亡當屍 前

1日12～3日

M%

σ%

m%

ぬ

繊査人員
名

0.00
へ0
.06

0.01

29

29

0.01

0.03

0.01

25

23

〃 「

4～7日

0.09

0,07

0.02

18

16

8ん、41、εん34

日1日

0,08

0.12

0.02

24

19

0.52

0。74

0。17

17

12

月
"

ケ
上

1

以

1.64

1.59

0.30

28"

16

ノ 嗜工球が肺結核症末期に於いて減少、清失する

ことは、既に幾多の諸家によつて報苦 された定詮

であるが、今これを嗜蜷球の百分 率 と比 較する

と・第4圖 の如 く各期聞に於ける繭白血球の百分

率の差異は・死前1ケ 月以上に於ける他は殿密な

差異は認められないが、然 し死前15～30日 では

嗜工球の方が高率であるが、その後嗜1謹球の方が
＼

逆に高率に幽現する傾向にある事が認められる。

一_9_
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第7表 嗜肇球 百分肇 と各種白血球 百分

N牽
及び五・K・V摩1・との相關係敷

(γ±叫)

中雌 好白血球 卜 ㈱ ±欄

淋 巴 瑚+・ ・33・±・i・78/

大 箪 核 瑚+・ ・56・よα・6・

1一 α%触 ・82,

更に この岡で も制るように、嗜鰹球は死前1ク 月

以上に於いてけ、健康者に於けると差異はな く、

帥ち未だ減少の傾向を示 していないが、嗜工球は

死前1ケ 月以上(190日 以内)に 於いて既に正常

値 よりも減少している.こ れ等の数値を孚封藪方

眼紙にて観察すると藷 者共始めは徐 々に、死に近

す くに從つて念速に減少する事が偶る。然 もその

減少の傾向は、嗜工球の方がより急速であつて、

死前2週 闇以後では絶饗維に於いて嗜肇球 よりも

減少し、病機に封しては嗜塵球 よりもより鏡敏に
/ノ

反慮する事が判る◎

2其 の他の白血球との關係

中性嗜好性白血球、淋巴球、大輩核球に就いて

は、白血球二百個観察法により、各々の百分率を
N求め

・これ より核移動係数(K・VJ・)及 び∬の値

を計算 した。然Lて これ等の値と嗜盤球百分率と
ノ

の關係 を知る爲に、各々の根關係鍛を求めた◎

即ち第7表 に示す如 く、嗜肇球百分率は、申性

嗜好性白1血球百分率と逆相醐に於いて最 も濃厚な

相關開係があ り▽大軍核球百分率とは順相關に於

いて最 も濃厚な相關關係がある。然 しこれ等の聞

の相開の程度には有意義な差異はない。淋巴球と

K.V.1。 一 〇.25倉 土0.082

の相關の程度は、大輩核球 との相關 よりは薄いよ

うであるが、中性嗜妙性白げ氏球との相關よりは明

らかに薄い。K・V。L及 び㌃∫とは逆相關關係が あ

るが、それ等の程度は最 も薄い。

継V総 括 及 び結論
」

ヘ ヤ

以上 を総括すると

1・ 嗜盤球の浩長を云々するには、少 くとも白

血球二千個を観察せねばならぬ。

2健 康者の嗜盤球百分率は一〇57%でN從 來

暴げられている値を確認する璽。

3・ 肺結核症末期患者の嗜盤球百分率は、死前

1ク 月以上では健康者の殖と攣 らないが、それよ

り次第に減少 して、死に近づ くに從い念速に減少

して、死直前には白.血球二千個観察法ではO%と

なる。

4・ 死直前に至るも0%と ならす、又死に近づ く

も比較的に高率を示す もの も少婁妊列あるが、これ

等は消耗死型をとらす して死亡する ものである。

5・ 血液1c・m・m中 の實撒値に於いても、白血

球纏数の増加に反 し減少する◎

&嗜 肇球を質的に見て も、死に近づ くに從い

穎粒球少、原形質内に杢胞萬現をきたし、退行塑

性をきた して漕失する◎

乞 嗜工球の態度と比較すると、嗜験球の方が

減少の仕方が緩慢で、死雨2週 聞以内になると嗜

盤球が反封に高率に倒現するQ帥 ち嗜工球の方が
お

嗜盤球 よりも、病機に釣 して鏡敏に反窓する。

&嗜 盤球百分率は、中性嗜好球百分率、 ,K

肌r如 昏 逆欄 關係が畝 淋巴球、蝉

核球百分率と順相瀾開係がある。

一一10_
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以上の事より次の如 く結論する事が出來る。即

ち嗜盤球 も亦結核症 に於ける病機 と一定の關係が

あり、結核症の豫後判定に資する事が出來る。但
ミ

し他の白血球 と同様、これのみにては個々の場合

に於いては判定の誤 りをきたす男合 もあるが・臨

床的症歌及訟他の白血球の態度 と綜合判漸を下す

場合には、有 力な役割を演する◎

、摘筆するに當り、勝沼教授及び元日本馨療團多井畑病

院長和田博士の御指導を深謝し、文ミ森學士、田原披手

の御援助に感謝の意を表すe
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奮牛込區(新宿區 内)に於け る結核患者の住宅

を主 こせる環境調査報告

東京女子醫學專門學校衛生學教室(主任 吉岡博人教授)

日 比 貞 子 大 野 ケ ン 子
ダ ∫

なけれぱな らな㌔(が、かかる研究の乏 しい現在 、
1緒 一 言 、、 本糖 も多少臆 蹴 しどせす拷 えた次第であ

漁壽灘望鍵鶏雌嘗矯麗認1註 瀞嘉壌晶謎差欝霧鐸欝篇奪論署
周知の事實であるbか く重大な課題を提供する結 のため舛園難をきわめたのである。今後は充分な

核について、それ らの撲滅への戦いは研究と相 ま 鵬 る理解をもつて馨師 も患者 もわが 日本再建のた

つ て進められ・われわれ も小 さき存在な灘がら關心 め・自畳 と協力をお しむことなく凋 出 を怠 つた

を持ち、保健所勤務中われわれの使命としてこれ り、届出を蝶つた りすることの皆無 となる日を念
セ ノ ロ 　

らの仕事に携わつて來た◎ ・ 願 してやまない。 、

そこで婚當地匠内の調査を綾け、不完全なが ら.1

約1ケ 年牛を費して得たる結果をまとめてみるこII調 査 方 法
ま 　

と搾し洗6し かしてすでにゆれわれな薔牛込逼内 調査地遮は新宿優内の善牛込匠全地域である。

の佳宅に關する環境歌態について報告 した の で 調査撒は結核患者 ユ69名届娼あ り、その中93名

(1)・ 今同も一癒 結核患者の生活環境調奄につい は居住せる全婚帯を調査 した。調 査期間は昭和21

て述べ・また・i結棲患者獲生について知 りえた事 年6月 より同22年11月 の1年6ク 月である。
項を合ぜ・今後の獅 生瀦 へ の 参敵 供 した 前記期間畷 生乃至観 された結核賭 の盤幽聡

い註 れら購 椛 灘 生磁 しらべて行つた調 よ嘱 出あ りたる者の申餅 込匠内雄 居を有す

査であるから、こけ他にも眉串なきためかなりの る ものを樹象とした。1

結鵬 都 存在する琵 離 欝 罎 見せる蟹 方法は新龍 敵 おける饒 に關する徹 鞠

にのみよつても充分豫想されるのである・それゆ 知見(1)の 場合胴 じく、筆者錫 旨導のもとに、.
応 この調査は瑚 の結核賭 凡てについて行つ 筆者及び新宿保健姻 名、他疎 京女瑠 學專門
たものでもなく・この黙 油 ては不完全といわ 學校生徒5年 生若干名醐 飲 墾 つた

.し かし
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